
古賀駅東口  
駐輪場配置の考え方 
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資料４ 



駐輪場（駅利用者用）の現況と課題 
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 ・通路上に自転車が溢れており、景観上の課題がある 
 ・北側駐輪場の端は駅から200ｍ以上も離れており、利便性に欠ける 
 ・開放された屋外駐輪場のため、防犯性が低く、放置自転車も多い 等 

【現況と課題】 

 ・景観的配慮による駅前の空間の質の向上 
 ・配置の最適化による利便性の向上及び交通安全の確保 
 ・放置自転車等の管理運営上・防犯上の課題の解消 

駐輪場の再整備の意義 

ロータリーに面した大量の自転車 距離が長く利便性に欠ける（北側） 距離が長く利便性に欠ける（南側） 



駐輪場（駅利用者用）の規模 
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639台 
うちバイク47台 

235台 

137台 
うちバイク25台 

225台 

平日10時台の駐輪状況 

現況台数を精査し、実態に即した駐輪台数を確保する 

※駐輪台数の中には長期間使用されていない放置自転車を含む 
※4/14（水）10時頃の駐輪台数 



駐輪場（駅利用者用）の配置パターン 
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A案：北側線路沿い(現状改良) 
 ・自転車動線と車両動線が交錯しにくい 
 ・南側からの自転車アクセスが駅前に流入する 
 ・北側のみに集約すると駐輪場が南北に長くなり、距離を縮めるためには2層以

上の建屋が必要 

効率的な駐輪場とするため
には周辺敷地との調整が必
要である 

駅前に自転車の流入が発生 

自転車利用者の多くは線路
沿いのルートを利用 



駐輪場（駅利用者用）の配置パターン 

5 

B案：自由通路デッキ下  
 ・ループ道路の横断が必要になり車両動線との交錯箇所が発生する 
 ・すべての駐車台数を収めるためには2層以上の建屋が必要 
 ・公園内の自転車の走行が発生する可能性が高く安全上の課題がある。 

ループ状道路の横断が発生 

自転車動線と公園内の歩行
者動線が交錯する可能性が
大きい 

公園内の走行が発生する可
能性が高く事故の危険性が
高まる 



駐輪場（駅利用者用）の配置パターン 
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C案：南側線路沿い  
 ・駅前を横切る自転車が多く発生する 
 ・敷地の奥行きがないためすべての駐輪台数を収容できない 
 ・敷地の奥行きがないため塀等で隠すなど景観的工夫が困難 

駅前に自転車の流入が発生 

敷地が小さく収容能力が乏しい 
柵等の景観的な配慮が困難 
ゲートなどを設けることが困難 



駐輪場（駅利用者用）の配置パターン 
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D案：南北分離型  
 ・北からの動線と南側からの自転車流入を割り振り、駅前への自転車の流入を 
  最低限に抑えることが可能 
 ・1か所に集約する案と比べ駐輪台数の要件が緩和され設計の幅が広がる 

駅前への自転車の流入を
抑制 

A案に比べ、収容台数は緩
和されるが南北方向の距離
を縮めるためには2層以上
が必要 



配置パターンにおけるメリット・デメリット 
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検討パターン 
A案 

北側線路 
沿い 

B案 
自由通路
デッキ下 

C案 
南側線路 
沿い 

D案 
南北 
分離型 

景観への影響 〇 ▲ ▲ 〇 

利便性の向上 ▲ 〇 ▲ 〇 

交通安全の確保 〇 × ▲ ◎ 

管理運営・防犯上の視点 〇 〇 ▲ 〇 

必要規模の確保 ▲ 〇 × ◎ 

駐輪場を南北に分けて配置するD案が全ての評価項目において
他の案を上回っており、最も望ましい。 



駐輪場（公園利用者用）の考え方 
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 ●駅利用者用の駐輪場と同様に南北からの公園利用者の利便性・安全性を考慮し、 
  南北に分けて駐輪場を配置する 
 ●公園が東西方向に長いため小規模な駐輪場を分散して配置する 

※詳細は公園の具体化と合わせ今後検討していきます。 

複数個所に分散して配置 

駅前への自転車の流入を
抑制 
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